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Menta土fari901a

Menta′fari901a,

rudairomani

Unavella.vella

COMun pergaml′

alnas lesulleres′

alamaelmitja

su∫ta lafinestra

guaita i-horitza

工comcadadia.

en instantparell.

1avellagemega

pregantpeldonzell

可ueat丁etzeanys1-aimava.

T丁etzeanys!
Sieraahir王

Menta′fari901a.

rudairomani.

J.Carner

Festeig

Sotalesestrelles.

d-espatllesalmar′

unaロaltahumida.

frescade serena.

unagaltasuauiplena

卓sbendol(ごadebesar.

Entredossllencis′

bessilencias,

comVareSdeixar-mos

tremolanttotsdos

dュnslanitquieta.

ambdeixosardents

de lamigdiada

1delsterralsvents.

Elreberessilenciosa.

mosllavis,doIGOSenCar,

tevanpreguntalunacosa

itun0-m2 vascontestar.

ハ ッカとタイムと

ハ ッカとタイムと

ヘンルータとローズマ リー

一人のおばあさん

羊皮紙のような肌をしたおばあさんが､

鼻眼鏡をかけて

手には靴下を持 ち

窓辺に出て

地平線遥か､遠 くの方を見つめている

そうして毎 日

同じ時間になると

その老婆は､悲 しげにため息を漏 らす

彼女が十三才のころ憧れた

少年のために祈 りを捧げている

十三才のころですって !

もし昨日のことのことなら !

ハ ッカとタイムと

ヘンルーダとローズマ リー

(訳 服部洋一)

あいびき

星空のもと

海を背に して

爽やかな夜露に

頬をぬ らし

その柔 らか く､ふ くよかな頬は

思わず口づけしたくなるような接吻を誘 う

物言わぬ二人に交わされた

無言の口づけよ｡

その口づけが何 と

二人を打ち震わせたことだろう

夜の静寂に包 まれた私たち二人を

それは中天に燃え盛る太陽と

激 しい陸風のようだった

何 も言わないで接吻を受けてくれた

私の唇は今でもその甘い口づけを覚えている

私の唇はその時おまえに何かを尋ねたが

おまえは返事をしなかったね



Ou卓 vaigpreguntar-te?日 .

Solsrecordoelbes

土que se sent土a

laplenamaralta.

Tu.totacaiguda

semblavesmalalta...

Oh,- nohitornar色maim色S_

prが la flonJagalta

rulxada amb serena,

sotademaboca;

d-espatllesalmar;

pra laxafogosanit

d'A90St Serena,

ailcom lapodr占oblidar?

J･Maragall

あの時君に私は何を聞こうとしたんだろう?

あの口づけだけは今 も忘れない

それは私には深 く満ち満ちた海のように

感 じられた

おまえは力無 く､うなだれていたね､

病に冒された者のように｡

ああ､もう二度 と戻れない｡

だが､夜露に濡れた

あの柔 らかい頬

私の口元に触れていたあの頼

海を背に して

爽やかな澄みきった

八月の暑い宵

ああ !どうして忘れることができよう?

(訳 服部洋一)

1･現代の綴 りでは preguntarと書かれる｡ 2･現代では no emと分けて書かれる｡ 3.現代で

は peraと綴 られる｡

RomanGa Sense Paraules

En lapleade la font

nedaunarosavermella

acotadaalraigdelbroc

h土beuunaJOVeneta

perlabarba 土collavall

liregala l'aigua fresca;

elsgermanetsm色spetits

flu可uerlul de lamullenaJ

ellafluibeuensems

1alcapdevalュs'ennuega

Totsseposen axlsclar.

S'esvaloten 1s■alegren

ielm占spetitetdetots

enbressold土nslacaseta

alsentlraquellbroglt′

totnuet,riu 土perneJa

iesposaacantartotsol

unaromanGa Sense lletra_

J.Maragall

言葉なきロマンス

噴水盤に

真っ赤なばらの花びらが浮 く

蛇口か ら噴き出す水に身を屈めて

一人の少女が水を飲む

あごや首が濡れるのも気にせず

冷たい水を飲んでいる

少女 より幼い弟たちは､水に濡れている

姉を見て笑いが止 まらない

彼女 も笑いながら飲むものだから

しょっちゅう喉を詰まらせる

子供たちみんなが声高に叫んだ り

騒 ぎ回って遊び始めると

一番下の弟は

小さな家の中の揺 り寵の中で

その騒 ぎを聞きつけて

裸んぼ うで笑い､手足をばたつかせ

ながら一人で歌い出す

言葉のないロマンスを

(訳 服部洋一)

1.flu可ueflu (=r土uen sense palar)は常に単数で用いられる熟語 (ex.plore que plO-

re)
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EIsoberCOCS土1espetites

co111dores

Diu 工risaMyrtila:

0,amlgaコOnOS卓!･..

γantsobercocsh土de土Ⅹes

damunti'obercoqu色?

0 工risproum'a9rada

menJar-neatOrbellins

isentirl'oralegre

comrajabocaendlns.

Mesarribaelmaltemps

iapropd'un fla川 furient

JOSentO en lateulada

dan(⊇arteules1vent

iemplauquannostremare

veient-mosentristits

icom freguemelsnassos

icombufemels°its.

ensduguirまOleta

quancaulaneuaflocs

unpotampconfitures

depressecsooberCOCS.

J.Carner

Lamarestavaalegra

Lamarestavaale9ra

aquestmigd土atoterabrill

icritiflord'escuma.

perqu卓 feiamoltsol

ielventcorrla.

Alllunyseveia

ungranrnantelldebruma.

Damuntlesvelesdretes;

1esbarqueshibrincaven

comcabretes.

J.Maragall
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杏子 と幼い収穫者たち

イ リスが ミルティー リャに言 う

｢ねえあんた､どうしてなの ?

杏子の樹にあんなに実を

残 したまま採ろうとしないなんて｣
｢あらイ リス､私だって

大急 ぎで食べたいわよ

それにあの美味 しそうな匂いをか ぐと

よだれが出そうだわ

でもいやな季節が来て

勢いよく燃える炎のそばで

屋根の上で瓦が

風に踊 るのが聞こえるわ

私 たちが寂 しがって

鼻をこす り

か じかむ手に息をかけるのを

見たお母さんが

にっこり微笑んでくれて

雪のかけらがひらひら落 ちてくる頃には

桃や杏子で作 ったジャムの壷を

持ってきて くれるのが楽 しみなの

(訳 服部洋一)

海は喜んでいた

海は喜んでいた

その午後には､輝きと

泡立つ波の花 しかなかった

太陽の光があふれ､

風が吹き渡っていたからだ

遠 くの沖には､泡立つ波は

大 きなマン トのように見えた

その波の上には帆が

まっす ぐ伸びて立っていた

舟 とい う舟はみな山羊のように

飛び跳ねていた

(訳 服部洋一)



Maig

Terraqui floreix

mar quis■hiencanta′

suavlssim bleix

de v上datrlomfanta

pluロesCristallines.

a19ueSreflexant

tendrasinfantines

quiriuen brlllant･

Claretat sonora.

nuvolquls'h土pert

aura quielxamora

la tendrordelvert.

Burdone19 Suau d-abelles･

Profunda,silenciosapau

d-un hora fecunda.

Man re30Venit

amor qulhlesclata′

deliciasoblit

de lanitsde plata.

quan elplenilunl

deMaig,silenci6S,

de qualque lnfortuni

sembladi上a les flors.

T.Catastls

五月

花咲き匂 う大地､

その大地に陶然 と見 とれる海原

柔 らか く滑 らかな

勝ち誇れる命の嘱ぎ

クリスタルの雨

輝 く水の流れ

優 しく顔 を輝かせて笑 う

幼子のような水の流れ

響 きに満ちた明るさ｡

その風景の中に消えて行 く雲

木 々の柔 らかな緑の霜をはらう

そよ風

蜜蜂の微かな羽音

豊かな時間の

深 く､静かな平和

若 く蘇った世界

弾けんばか りの愛

銀細工の夜 々の

甘美な忘却

その時 五月の

静かな満月の夜は

何かいわ く言いがたい

不幸を花 々に語 りかけているようだ

(服部洋一 訳)

1.韻をそろえるためにdir をこのように綴 ったもの

Abril

Tr占mularialla

dedladaurat;

ventljolquicalla
enlainmensltat.

Palpitanta1JOVe

magestatd'Abr土1;
vestiduranova

delsarbres.

Sotildlafana iclara

四月

金色に輝 く陽の微笑みは

小刻みにうち震え､

そよ風は広い虚空の中に

そっと息をひそめている｡

鼓動する

若き威厳ある四月

木 々の

新たなる装い｡

薄 く透 き通 った

7



deliciadelvert,
ambqu色elman.suara
de llumsI色scovert

quan el fontinyo

tremolant′sentla

la seva frescal

tom adaalegria･

Pluja lenta iblanca

de florsd-atmetll色.

qulcau de labranca

quan l'orajolv色.

NolespeュsportalsJ

finestraenramada;

festesmatinals

xopesderosada.

工passa 1-Abrll

damuntdeponcelles,

xaLttas igentil

cantantcaramelles.

T.Catasds

1.現代では frescorと綴 る｡

Canticel

perunavelaenelmarb上au

dariaunceptre;

perunavelaenelmar b上au

ceptre ipalau.

peruna 1-ala lleu d-unavlrtut

momgoig daria.

ieltrosque em resta,m19 rOmput

de joventut･

peruna florderomani

1-amor daria

peruna florderomani
1-amor doni.

J.Carner

明るい緑の歓喜､

その喜びに､今まさに世界は

光 りに満たされるのだ｡

その時泉は震えながら､

そのすがすが しさ

よみがえった歓喜を

感 じとっていた

アーモン ドの花は､雨 となって

ゆっくりと､また白く

そよ風に吹かれては､

その枝か ら降 り注 ぐ｡

家 々の戸口に､たたずむ乙女たち

枝やったに覆われた窓辺

霜に濡れた

朝の祭典C

そうして四月は

少女たちの上 を通 り過 ぎていく｡

雅やかに､そ して優 しく

カラメ- リェスを歌いながら｡

(服部洋一 訳)

吟遊詩人の歌

青海原に帆を浮かべんこと能わば

王位をも譲 らんと思 うに

青海原に帆を浮かべんこと能わば

第も宮殿 も譲 らんと思 うに

美徳の軽 き翼持つ こと能わば

わが喜びも捨てん

我に残され し､半ば損なわれ し

青春の残 りとともに

マ ンネ ンロウの花には

わが愛 を与えん

マンネ ンロウの花には

わが愛 を与えたり

(訳 服部洋一)
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Lesgarbesdomen alcamp

Lesgarbesdormen alcamp.

Deuelsdo上bonadomida

Segueix laguatllaelreclam.

1aniarada avorrida.

Jullolensduu llaram

dimslaposta2bene王da.

Lesgarbesdormen alcaJTtP

que lasegaJa色s finida.

Elreposdelverd fullam

alIocelladaconvlda.

Lesgarbesdormen alcamp

garbessequessensevュda

Passa l'eugacom un llamp

sense fe丁casde labrida.

LesgarbesdorTnen alcamp

ilIombra llhaesfere王da.

Ai,encara servo elraJn,

il'estimada色spartida.

Lesgarbesdomen alcamp.

D色uelsdobonadormida.

J.M.de Sagarra

畑に眠る麦束

麦束は畑に眠る

神よ彼 らに良 き眠 りを与えたまえ｡

うずらを追 う人の鳴きまねは続 く

親鳥は巣を離れ､ひな鳥は残 る｡

七月は鋼 (あかがね)をもたらす

祝福され し落日のなか

麦束は畑に眠る

収穫はもう終わってしまったから

緑の葉陰の安 らぎは

鳥たちを招 き寄せる

麦束は畑に眠る

命なく乾いた麦束

雌馬が稲妻のように通 り過ぎる

手綱を牽かれてもものともせずに｡

麦束は畑に眠る

その影に戦 きながら

ああ､私はまだ枝をとってあるのに

愛する女は去ってしまったのに

麦束は畑に眠る

神よ彼 らに良き眠 りを与えたまえ

(訳 服部洋一)

1･donarの接続法0本釆ならばdoniと綴るところ｡ 2･posta-puestadel sol 日の入 り
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《ムーombradel lledoner》

Ⅰ.A 1-0mbradellledoner

A lIombradellledoner

una fadrinetaplora

tardamoltdaユtdelclm

illiscaper la rossola

llesfllaga工･Senlelsbrucs′

1a tenebra se l'emporta.

Lanoまaplorad'enyor:

ellledonerno faombra.

Fadrina,1-amor占slluny;

enlla,la carena fosca.

Sipassava un cavaller-･

Duelcavallblan°de labrida.

L'arbre ll donarepos′

1'oratge,manyac,arriba･

AIcel la llum de llestel

占sla rossadadeldia.

Cava11er′1'amor岳slluny,A

ambl'ombra ielcant fugia.

Fadrina,i-amor色slluny;

perl'amplaplanacamina･

Lanitsosplra:1anit.

elbosc′1a rleraclara.

Lesbranquesdellledoner

sam fines idespullades,'

fulla iocelln'han fugit

per°hlcrema l'estrellada･

Le≦branquesdellledoner

s(5n fines 1despullades;

Fadrina′1■amoreslluny,I

demand-1apuntad'alba

quan l'ombradellledoner

s'allargu土com unm土racle･

T.Garc色S

組曲 《ハ ックベ リーの木陰》

Ⅰ.ハ ックベ リーの木陰で

ハックベ リーの木陰で

泣 く乙女

丘の上でひとしきりためらった後

坂の斜面を滑 り下 りてくる

ったは綱のように垂れ下が り

夕闇が彼女を連れ去っていく｡

恋人のいない寂 しさに泣 く乙女｡

ハックベ リーの樹はもはや陰も落とさない

乙女よ､いとしい人は遥か彼方

向こうには､暗い山の端

よしや一人の騎士が釆ぬものか‥

白い馬の手綱を取って｡

彼にはこの木 も憩いを与えよう

風 も優 しくそよ吹いて｡

天に瞬 く星の光は

朝 ともなれば露 と変わる｡

騎士よ､そなたのいとしい人も

影 と歌 とを携えて､遠 くに去って しまった

乙女よ､いとしい人は遥か彼方

広 く果てない道に隔たれて｡

溜め息洩 らす夜の しじま｡闇と

森 と､澄んだ小川のせせらぎと｡

ハ ックベ リーの樹の枝々は

か細 くそして葉 も落ちて

葉 も､そして鳥 も去 り

ただ夜空では一面星が燃えている

ハ ックベ リーの樹の枝々は

か細 く､葉 もなくあらわ

乙女よ､いとしい人は遥か彼方

いとしい人を求める時は明け方に

ハ ックベ リーの木陰が奇跡のごとく

長 くなるその時にこそ｡

(訳 服部洋一)

1.現代の正字法の規則に従えば 1-esf土1agar-S-en と綴 られるべきところ
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Ⅱ.CanGade comiat

Ad色u,galantterra,ad色u!

Ad岳u-siau′Vinyaverda.

flor secadelcaminal

lledonerdebonaombreta.

Jano∩-assec alpedris

nimebregallariera･

Ad色u.galantterra,ad岳U.

Lesllosesd'aquellbancal

sonombrejades 1 fresques･

EIslledonersde la font

ham tretuna fullatendra

ielsceps faranbon ra王m

quanelsorelgiel septembre.

Ad岳U.galantterra,ad占u.

EIsceps faranbonrain

illu爪 Vlva lesestrelles.

V土ndran lesnitsde l■estiu.

1amarquletaiestesa

llambrantsotelcop

delsrems.

talladaperlacarena.

Ad色U,galantterra,ad岳u･

vindran lesnitsde l■estiu′

latarda(tardor)i laprimavera,

Lesbolresquebalxenelc土爪.

elcr土tde lesorenetes.

工 sempreelrespirdelmar

ielbatecde le≦estrelles

Ad占U,galant terra,adeu･

Ad色u,muntanya,pedris,

paretblancade 1-es91esia′

a1guaClarade la font.

platade lesoliveres.

olormulladadelshorts,

estrella.rlera.vela.

Ad色u,galantterra,ad色u･

T.Garc色s

1.現代では bressa と綴 られる

Ⅱ.別れの歌

さらば､優 しき土地 よ､さらば !

さらば､緑のぶ どう畑 よ､

小道の枯れひか らびた花 よ

心地 よい木陰をくれるエノキよ｡

もう私はベンチにも腰掛けない し

小川のせせ らぎも私に語 りかることはない

さらば､優 しき土地 よ､さらば

あそこのベ ンチの石は

影になり涼 しげだ

泉のそばのハ ックベ リーの木 々は

柔 らかに芽吹いている

ぶ どうの木には良い実が成るだろう

9月の風が吹 くころともなれば｡

さらば､優 しき土地よ､さらば

ぶ どうのったは良い実をつけ

陽光 まぶ しい光を放つだろう

やがて夏の夜が訪れ､

海原は静かに広が り

権が水面を掻 くたびに

船底に切 られて

煙め くことだろう

さらば､優 しき土地 よ､さらば

やがて夏の夜が訪れ､

秋が､そ して春が来て､

山の頂から霧がたちこめるころ

燕たちのさえず りが聞こえて くるだろう

海の息づかいは絶え間なく

そ して星 も瞬 き続ける

さらば､優 しき土地 よ､さらば

さらば､ふるさとの山よ､ベ ンチよ

教会の白い壁よ､

泉の澄んだ水よ､

オ リーブの葉の銀色の輝 きよ､

果樹園の湿 った香 りよ､

星 よ､小川のせせ らぎよ､船の帆よ｡

さらば､優 しき土地よ､さらば｡

(訳 服部洋一)
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Ⅲ_CanGbdeGrumet

Ad色U,turonsdeMarsella,

JaS'envanelsmariners.

Totjusthem issatlavela

esglraunOratge fresc.

Aquellpinardelacosta

deuserpュedecantsd-ocell7

slno sentim 1locelladalns

duromani1-ore19.

Quingoig,debondeJTtati,

seguirladarraestrella=

Mnohiha llirisense flor

nibarcosensebandera.M

工nflatveld.lliscavela!

Com s'allunyalaciutat!

Guaital'orclardelaplatja

i adaユtdetotelcelclar.

Timoner′potsersusplreS?

L'enyoranGat'hapunxat?

Elgallaretllengoteja

ienJOiatotalanau.

Ouin901g.CremantSObreelspals.

e19allaretdelafesta:

I-nohlhalliri sense flor

nlbarcosensebandera."

Ad色u,turonsdeMarsella,

Ad色U,lanoiaielpi!

Noensespantenlesventades

nilabo土redelanit.

S土elventxiulaentrelescordes.

deTnaelmarseraben llis_

A cadaportensespera,

amores,unllavi fl.

Quingoig,tornantdelamar,

elpetbd'unadozella:

一一nohihallir土sense flor

nibarco sensebandera.■I

T.Garc色S

Ⅲ.見習い水夫の歌

さらば､マルセイユの丘よ

水夫たちにゃ船出の時間だ

帆を張ればすぐ

爽風がめ ぐり来る

あの海岸の松林には

鳥の歌があふれていよう

ここまで鳥の声は聞こえなくともそよ風が

ローズマ リーの香を運んできて くれる

何 と楽 しいことだ､朝 も早 くから

明け空に残 った最後の星を追いかけるのは

｢百合に花のあるように

船には必ず旗がある｣

帆よ膨 らめ､船 よ滑るように走れ !

街はもうあんなに遠い !

まぶ しく金色に輝 く浜を見よ

どんなものよりも高いあの澄んだ空を見よ

操舵手よ､ひ ょっとして溜め息をついている

のか ?

郷愁胸に迫れ りってか ?

三角旗が風にたわむれて舌のように見える

それが船中を楽 しませてくれる

何て楽 しいことだ､マス トの上にゃ

お祭 りの三角旗が炎 と燃える

｢百合に花のあるように

船には必ず旗がある｣

さらば､マルセイユの丘よ

さらば､娘っ子､そして松林 !

突風が吹こうが驚かぬ

夜霧だろうと怖 くない

風が帆綱をビュンと鳴 らしゃ

明日の海はたいそ う穏やかだろう

港 々にゃ待ってて くれる

可愛い､柔 らかな唇が

何 と楽 しいことだ､海から戻 りゃ

娘っ子が口づけ して くれるとは

｢百合に花のあるように

船には必ず旗がある｣
(訳 服部洋一)
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Ⅳ.CancadeBressol

Debonmatise∩-haanat.

totjustdespuntavaeldia

l1-estrelladella爪Or

eraunbrotdetaronglna･

Larosadademati

eraunplordepedresfines･

Do川 .infant.

quetonparen一色salcamp

acolllrmentaflorida.

Apartar畠elsesbarzers

quanelpunxinle≦esplneS.

Espinesfeu-vosenlla,.

vinelamentaflorlda.

Quanpassaelseucavallblanc

1-0celltrem01airefila.

Do川 ,infant.

可uetonparen'esalcamp

acollirmentaflorida.

Laselvas'aclarira,

quelallunai.illumina_

Sotalallu爪 delanit

l'herbafloridafugia.

per(うelsullsdelcavallblanc

enlafoscallendevlnen.

Dorm′infant.

quetonparen'岳salcamp

acollirmentaflorida.

Dorm,infant.queelson島sdole

il'oratjolhiconvida･

Dema,deboodemati,

tonpareseraalallinda.

Oueettrobid土ntreelbressoI

comunaestrelladormlda.

Dorm,infant.

quetonparen'色salcamp

acollirmentaflorida.

T.Garc占S

V.Lavュdadelagalera

Lavュdadelagalera

色smoltllargadecontar.

Ⅳ.揺 りかごの歌

朝早 く出かけていったよ

太陽が顔をのぞかせはじめたその時に

愛のお星様は

芽吹いたばか りのオレンジの様だった

朝露は

宝石の涙みたいだった

ねんねしな､坊や､

お父さんは野原に行っちゃった

咲き初めたハ ッカを摘みに

お父さんは野いばらを掻 き分けるのだろうね

もしトゲに刺されたなら

トゲよ､あっちへいってしまえ

咲いたハ ッカよ､こっちへおいで

父さんの白い馬が通ると

鳥が震え声で歌 うよ

ねんね しな､坊や､

お父さんは野原に行っちゃったから

咲き初めたハ ッカを摘みにね

森 も明るくなるよ

お月様が光ってくれれば

夜のうすら明か りの中では

咲いた薬草を見逃 しちまう

だけど白馬の両の目は

暗が りでも見分けがつ くよ

ねんねしな､坊や､

お父さんは野原に行っちゃった

咲き初めたハ ッカを摘みに

ねんね しな､眠 りは心地よいし

そよ風がお前を眠 りに誘ってる

明日になれば､朝早 く

おまえの父さん帰ってくるよ

そしたら揺 り寵の中に眠ってる

小さなお星様の様なお前に会えるといいね

ねんね しな､坊や､

お父さんは野原に行っちゃった

咲き初めたハ ッカを摘みに

(訳 服部洋一)

V.ガレー船の暮 らし

ガレー船の暮 らしは

話せば長い物語
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EIsremseLnPenYenlabarca

1elmeucorvasosplrant.

EIssosplrS可ueelmeucor feia

semlelsendulaelmestral.

AJTtOr,b色m'esperarieu,amor.

Ai.mestral.tu可uetensales′

porta-1ielmeusosplrar,I

posa'1damuntelsseusllavis

cansatsdetantesperar.

Elmeubra9nOeSCanSaenCara

elremnOSlaturamai.

Amor,b色m'esperarieu′amor.

Elmeubra(inocansa1-ona

tra土dora.nielventbrau.

Elrem talla1-a19uaClara

comunaespasatallant

idenitdegotaperles

estrellesidiamantS.

ALnOr,b色m-esperarieu,amor.

Lesperlesilesestrelles.

amOr′peraVOSSeran.

Guardolesmevesbesades

peュsvostresllavlscremants

iusenyoral'abraGada

amplaifortadelmeubrag.

Amor,b色m'esperarieu,amor.

Amor,b色m'esperarieu. ...

Diga-1ibenba土X,mestral.

Siducalcorl'esperanGa

elmarestornamanyac:

elsdofinssalten1riuen

ihihaunagavinaalpal.

Amor,b占m'esperarieu,aLnOr_

EIsdofinssalten1riuen

ihihaunagaVinaalpal.

Lavelasembladeplata,

em sentom色slliureelbraG.

Lav上dadelagalera

ara色sdolgadecontar_

Amor′b色m.esperarieu,amor.

T.Garc占S

権で船を漕ぎ進めれば

心は溜め息をつ くばか り

私の心がつ く溜め息は

北西風 (ミ朴テル)が連れ去ってくれる

恋人よ､私を待っていておくれ

ああ､巽を持った北西風よ､

私の溜め息を運んでおくれ

待ちくたびれた彼女の唇の上に

運んでおくれ

私の両腕は疲れることはない

権の動きも止 まることはない

恋人よ､私を待っていておくれ

不実な波 も激 しい風 も

私の腕を疲れさせることはない

権は良 く切れる剣のように

澄んだ水を切 り､夜ともなれば､

真珠や星やダイヤモンド

しず くを滴 らせる

恋人よ､私を待っていておくれ

真珠も星 も

ただ燃えるような

唇のためだけに

私の口づけをとっておこう

わが腕の強 く遥 しい包容を

おまえはどんなに待ち焦がれていることか

恋人よ､私を待っていておくれ

恋人よ､私を待 っていておくれ

北西風よ､こっそ りと彼女にそう伝えよ

胸に希望がある間は

海もまた穏やかになるだろう

イルカたちが跳ね､笑い

マス トには鴎がとまっている

恋人よ､私を待っていておくれ

イルカたちが跳ね､笑い

マス トには鴎がとまっている

帆は銀でできているかのようだ

腕は以前より軽 くなったみたいだ

ガレー船での暮 らしは

今では語るも心地よい

恋人よ､私を待っていておくれ

(訳 服部洋一)
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RomanGdeSanta Lltlcia

Perqu卓avui色sSantaLIBcia

diadelanyglorias.

pels〉olsdelaplaGanova

rondavaamblamevaamor

Anemtotsdosa lafira,

amigaanem-hidejorn,

可ueunamicademuntanya

alegrinostratristor

Compraremgrapatsdem019a

iunaenramadad'arboG

iunablancamollnera

iunaovellaiunpastor.

Hoposaremamigdia

d土nselnostremenjador

エabansdeseurealataula

enshom土rarem totsdos;

queunamicademuntanya

ensfaci-imen3ar机esdole-

Perqu色avui卓sSantaLltlcia

diadelanyglorias

talsparaulesm■acudien

quanhev上stlamevaamor.

M.Sagarra

V土nyesverdesvoraelmar

Vinyesverdesvoraelmar,

araqueelventnoremuga

usfeum色sverdesiencar

teniulafullaporuga･

Vlnyesverdesvoraelmar.

VinyesverdesdolerePOS

voralavela可uepassa

capalmarbl土nqueu

elcossensedecantarmassa.

VinyesverdesdolerePOS.

Vinyesquediuenad色u

allagutialagaVina

土alf土serralletldeneu

可uearるnelx土queafaf土na.

聖ルシア祭の恋歌

今日は聖ルシアの日

栄えある一年の大切な日

ノーバ広場のあたりを

恋人 と散歩 したものだ

さあ､一緒 に縁 日に出てみないか

ねえ君､朝の うちに出かけようよ

だって､少 しばか りの山の風情でも

ばくちの寂 しさをきっと慰めて くれるさ

苔を一握 り買お う

それにマ ドローニ ヤの枝を 1本

そ して白い水車小屋をひとつ と

羊を一頭､それか ら羊飼いも買お うね

お昼時にはそれを

僕たちの食卓に飾ろう

そ して腰 をかける前に

二人 してそれを眺めよう

そしたらこんな少 しばか りの山の風情でも

昼食をずっとおいしいものにしてくれるさ

今 日は聖ルシアの日

栄えある一年の大切な日

こんな言葉が､僕の心に浮かんできた

恋人 と出会 ったあの日には

(服部洋一 訳)

海のほとりの緑の葡萄畑

海のほとりの緑の葡萄畑 よ

今 じゃ風 も吹かないから

もっと緑になるのだね

なのにお前の棄はまだ怖けているの

海のほとりの緑の葡萄畑 よ

緑の葡萄畑 よ､優 しい憩いよ

行 き過 ぎてい く帆掛け船のそばで

お前たちは身を傾けるが

しかし屈め過 ぎることはない

緑の葡萄畑 よ､優 しい憩いよ

葡萄畑は別れを告げる

帆掛け船 と鴎 とにそして

今あったか と思 うともう消えてしまう

細かい糸 くずのような雪にも

15



Vinyesquediuenad色u･

Vinyesverdesdelmeuco∫一

Dlnselceps'adorm latarda,

ra王mnegre,pampOld■or′

a19ua.penyal土basarda･

Vlnyesverdesdelmeucor.‥

Vinyesverdesvoraelmar

verdesapuntadedi且

verdsuaudecapaltard.

Feu-mossenprecompanyla･

V土nyesverdesvoraelmar.

M.Sagarra

葡萄畑は別れを告げる

私の心の葡萄畑よ

ぶどうのったの中に午後がまどろむ

黒い房々 金色の葉

水 切 り立った岩 そして怖れ

私の心の葡萄畑よ

海のほとりの緑の葡萄畑よ

夜明けの緑

夕暮れ時の心地よい緑

いつも私たちと共にいておくれ

海のほとりの緑の葡萄畑よ

(訳 服部洋一)

1･serra11et-serrellet :械塗から出ている糸くずなどを言 う

Cangade l'amorquepassa

Al■ombrad'untaronger

t∫esmlnyonetescantaven

L'unat色1atrenad'or,

lraltra卓sbrunaisolellada,

lam色sxicaduulallum

delsestelsalam土rada

AmOrpaSSaVadella工､9,amOr,

riallesifressad'ales.

Laprimaverahaarr土bat

ielcel色scolordeplata

EIscritsdelsocellss(うncurts

⊥espessoscom laplnaSSa.

Laveudele≦noies占s

ondulantcomunaflama.

Amorpassavade llarg′amOr.

r⊥allesifressad-ales.

Slunsosplrsemblal■orelg,

elcant faremord'onada

illaire色sm白sfrescifi

可uel'arenade laplatja.

Reraeltarongerhlhaelmar

i elcantfaremord-onada.

Amorpassavade llarg′amor′

r土alles土fressadlales.
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通 り過 ぎ行 く恋人(アモル)の歌

オレンジの木陰で

三人の乙女が歌っていた

一人は金髪

もう一人は栗色の髪をして

一番若い乙女は､まなざしに

星の光を湛えている

恋人 (アモル)は､それなのに

立ち止 まりもせずに過ぎていった

微笑み､羽ばたきながら

すでに春は来て

空は銀色に輝き

鳥たちはかん高 くピチビチと

松葉のように声茂 く鳴 く

少女たちの声は

炎のように波打つ

恋人(7モル)は､それなのに
立ち止 まりもせずに過ぎていった

微笑み､羽ばたきながら

ため息はそよ風のよう

歌声は波のざわめきのよう

そして大気は浜辺の砂よりも

冷ややかに細かい

オレンジの樹のうしろには海が

潮騒の歌を奏でる

恋人(7モル)は､それなのに

立ち止 まりもせずに過ぎていった



Lesdonzellesvancantant

ambunaveuprima 土clara.

Larlera s-haaturat

perescoltarlatonada.

Lesnoiescriden llamor

mentre latarda s'escapa.

Amorpassavade llarg′amor.

rlalles⊥fressadlales.

Latrena,elllavi,1'esguard,

S■encenen sota lesbranques.

Prlmaveravadlctant

lamdsicailesparaules･l

A l'ombrad■un taronger

t∫esminyonetescantaven.

AmOr.nO pass上sdellarg′amOr.

posaun b色sa cadagalta.
T. Garc色S

微笑み､羽ばたきなが ら

少女たちは歌いつづける

軽やかな澄み切った声で

その調べに耳を傾けようと

小川 さえも流れを止める

少女たちは愛の歌を歌い

午後の時は流れ行 く

恋人(アモル)は､それなのに

立ち止 まりもせずに過 ぎていった

微笑み､羽ばたきなが ら

金髪 と唇 とまなざしは

枝 々の陰に燃える

春の女神 (プリマベ-ラ)は語 って聞かせるのだ
曲べと詩 (うた)とを

オレンジの木陰で

三人の乙女が歌っていた

恋人 (アモル)よ､立ち止 まってお くれ

そして口づけしてお くれ

両の頬にひとつずつ

(訳 服部洋一)

1･3人の乙女は春の女神の霊感を受けて詩人 とな り､これを書き写 している｡

Amuntanya

Allidaユtde lamuntanya

totelb色de D色uhitinc:

1esrosesdequatreenquatre

elsclavellsde cincenclnc

⊥-estlmadaa la f⊥nestra.

1-0vellaamb l'esquellerlnc;

perrellotge′elsol可ue toca

acad'horaungrenyd'afrau;

elpollancrelper la fressa,

11-als土na2 per lapau;

ipergaudi,cadanuvol

alaest畠scom unanau;

perjaGdrorunapallissa,

perllumeneraunestel;

per finestra可ue no-stanca

unretalltotbュaudecel,

土percrlatsqueem despert土n

unqulqulrlqu⊥c 1unbe上.

Allidaユtde lamuntanya

tantenlaire.tothi色S;

山に

山の上､あそこに

神の恵みのすべてがある

4本ずつ並んだばらの花

5本ずつ並んだカーネーション

窓辺には愛 しい人がいて

首に鈴をつけた羊 もいる

時計のかわ りに刻一刻 と

山道の岩を照 らすお目様があ り

さらさらと音を立てるヤマナラシ

もの静かな樫の木

そ してどの雲 も翼を広げた船のように見え

心をなごませて くれる

黄金のふ しどにはわら置き場

明か りの代わ りには星がある

まっ青な一片の空は

開けっぱなしの窓

朝起 こしてくれる下男のかわ りには

鶏のコケコッコ-や羊のメーと鳴 く声がある

山の上､あそこ

遥かずっと上の ところにはすべてがある
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1ar土quesaben co1gada

perqu色 1'home la fangu色S,I

1'alegr⊥aentre fretures

com rosadaentreesbar2:erS

la salutentre l■Orenga

i la florde penical

aterratambcreusde palma

eldュmon土en un fondal

1Nostre senyor devora

estadantdelpisd■adalt･3

J.Carner

1.elpollancre =elalamo negro :[植 】

人知れず隠された恵み

何ゆえに人はそれを避けた りするのだろうか

つつ ましき生活の中に感 じる喜びは

まるでイバラに結ぶ霜のようだ

オ レガノとペニカルの

花に包 まれての健やかな生活

谷では悪魔が

椋欄の十字架 に打 ち倒 されている

上の階に間借 りをされる我 らが主は

傍 らにお られるのだ

(訳 服部洋一)

コクヨウ､ ヨー ロッパヤマナラシ 2.1-als土na

-1aencina :樫の木の ことであろう｡3.正 しくは de dalt と書 くべきところ｡

Cocorococ王

Eularia,noble dama

色sreposantal llit･.

hihavora seu la fosca′

la pau iun feblecrエー.

Lescosesde lacasる

enun llenguatgenut

parlentdelmisteri

iladolGalque hadut.

-Un altre. - diuel sostre -

queno em seraconstant:

-Unaltre.-dlu la llinda -

queem deixaracantant!

-Ell,quemrlgnOraenCara

-diuelroser flair(5s

escamparam白sroses

sobreuncabell totros.

Dlnsseshum土desninesmedita

el甲os.content:

No tindraporde l'ombra.

fara fugieldolent!

工en l'altranit profunda

hom sentelgallcofol

quediu a lesestrelles:

Cocorococ 卓snoi!

J.Carner

コケ コッコー !

貴婦人エ ウラ リアは

寝床で休んでいる

その周囲には､闇 と

静けさと微かな瑞 ぎ声

館の中の くさ ぐさ

沈黙の声で

内緒話を語 り合 う

貴婦人が今 もたらした嬉 しいできごと

｢また一人か- と言 うは天井-

また気 まぐれを起 こした りするぞ｣

｢また一人ふ えたか- と今度は鴨居が言 う-

おいらを軋 ませることだろうて !｣

｢あの子 まだ私 に気がついてないわー と

芳 しい蓄蔵 は言 う一番商の花をちぎっては

乗せて遊ぶんで しょうねえ

金髪の頭の上に｣

犬は瞳 うるませて

考えている

｢この子は暗が りを恐がった りしないだろう

この子が悪い奴等を追っ払 って くれるさ｣

前の晩 ､夜更けには

おん ど りが得意 げに

星 に向かってこ う叫んだ

｢コケ コッコ- !男の子 だよ- !｣

(訳 服部洋一 )

1･現代つづ りではdoユGOrで､doIG:aの誤植 と思われる｡ ｢内緒話｣の意 ｡
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Caminsde fada

Amor,far岳 unapassera

damuntde lamar.

Lapedra llisca lleugera

damuntde lamar.

Mombrag lrhatornat alada･

vola.Oue 1-0mbramoradal

no slguixarxa parada

damuntde lamar.

Silagavinas'acosta,

fesvia,brunzent.

Pedra′si色sroJalaposta′

fesvia,brun2:ent.

Noettorb土11escul l

Esquiva i'abraGada
fug土tivadeldof三･

Sagetavlva′

fesvla′brunzent.

Elmart色caminsde fada,

blan° irosaamor.

EIs fe土a lapedraalada

blanc 土rosaamor.

V色S-hi′peunu′ rosavera.

Ore19damunt la passera

amb latevama lleugera

cull1-estel,amor.
T. Garc岳S

妖精の道

恋人よ､私は通 り道を作ろう

海の上に

石は軽やかに滑っていく

海の上を

私の腕が石に翼を与えたのだ

飛んでいけ｡黒い影が

海に張 られた

網 とならないように

もしカモメが近寄ってきても

そのまま行 くが良い ブンと稔 り声を上げ

石よ､もし夕暮れ時が赤 く染まっていても

そのまま行 くが良い プンと捻 り声を上げ

暗礁に妨げられたりするな

イルカのつかの問の

抱擁から逃れよ

命のある矢よ

そのまま行 くが良い ブンと捻 り声を上げ

海には妖精の道がある

色白の､頬赤 く染めた恋人よ

翼を持った石がその道を作ったのだ

色白の､頬赤 く染めた恋人よ

そこにお行き､裸足のままで､わが愛 しの蓄蔵よ

通 り道にはそよ風が吹いている

そのおまえの軽やかな手で

星をつかむが良い､恋人よ

(訳 服部洋一)

1.1-0mbramorada 黒い影は夜の闇を意味する｡
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RecanGa

Quisentis,renovellat

per la bru土Ⅹaentesa.

aquel1gustpreCipitat

de la JOVeneSa:

pluja iventarremorat

土1■acaclaen totesclat

ideixantper l'empedrat

floridaestesa!

Ah,lTanar sota l'alguat

com fent-1iescomesa,

d'un sonet汎ig comenGat

en l'em briagueSa

土amb paralgua foradat

1 la llunape上 forat

1rientamom costat

unanolaenCeSa!

J.Carner

CanGb de l'oblit

Bolretadelmati

escampa'tuna mica;

esborraelturd verd,

amaga lamasia′

1escanyesdelcami

1l'ombrade lleixlda.

Bolretadelmatュ

melanglOSa i tendra!

Atura l'oratjo1′

allunya laplneda′

imulla.marendins

lescofes 土1avela.

Bolretadelmati

emboira■m lamirada.

Etsdolgacom i-oblit･

Ad畠u lavinyaclara!

Que lluny l'al色 delmar

ielsbrucsde lamuntanya!

T.Garces
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悔恨

術にたけた魔女が

蘇えらせた青春ゆえの

あの激 しい悦びを

もし誰かが感 じ取ることがあったなら

青春-それは雨 とつむじ風

そしてそれは歩道の上に

花をまき散 らす

満開のアカシアの木だ

ああ､どしゃ降 りの雨の中を

雨に抗 うかのように歩いていたっけ

詠みかけた十四行詩(ソネット)に
酔いなが ら

傘には穴があいていて

そこには月の光が差 していた

そして私のかたわ らには､笑いながら

恋に燃える乙女がいた !

(訳 服部洋一)

忘却の歌

朝のさ霧 よ

もう少 し広がって

緑の丘を消 し去っておくれ

農場を隠 し

道端のヨシを隠 し

中庭の日陰を隠 しておくれ

朝のさ霜 よ

もの憂 く優 しいお前よ !

風をとどめてお くれ

松林を遠ざけよ

はるか沖の方では

見張 り台や帆を湿 らせるが良い

朝のさ罵 よ

私の目にもベールをかけてお くれ

おまえは忘却のように優 しいのだから

さようなら､眩 しいブ ドウ畑 よ !

海の香 りの何 と遠いことよ そして

山の潅木 も !

(訳 服部洋一)



Anacreontica

Undid Amor ai trist′

pertotsempre hi hanoses

dlstretnohavlavist

l■abellaentre les roses

土al°itvaser fiblat

perqu色 ambbarroeria

1'havladespertat.

AmOr follelt

plCadepeus土plora

noveunlngua lavora

ivolaicorre prest

ala9ent土1C土tera

可uesempre AmOreSpera.

Ohmare,sa perdut!

lldlu:Al.1as′

joemmoro王

Noem renyISperqu畠 ploro′

可uem'haplcatel°it

aquellserben pet土tarmat

de fiblくらialesque abella,

permomdo上,

nediuelcampero1.

Amor,aixanoesre,･

ellarespon′ique′

aquest fiblard'abella

slpensesenaquella

ferlda可ue sofrelx

qu土tondardell fere土X.

C.Arderiu

CanGO incerta

Aquestcami tan f土. tan fi′

quisaponmena!
丘salavilao岳s a l pl

delacarena?

Un llirlb上au.colordeeel;

diu,Ivine,Ivine!
Per(ら..no passis!
d土uunveldeteranylna.

アナクレオン風

ある日アモル (愛の神様)は､かわいそうに

至る所に厄介なことはあるものだ

迂閥にもうっか りしていて

蓄蔵の茂みに潜む蜂に気づかす

指を針で刺されて しまった

というのも愚かにも

寝ていた蜂を起 こしてしまったか ら

アモルは気が動転 し

足をばたつかせて泣いた

傍には誰 もいなかったので

飛ぶように駆けて一目散

優 しいビーナスのもとへ と急いだ

いつ もアモルを待 っているビーナスの所へ

｢ああ､お母さん､やられちゃった !｣

とこう言った ｢ああ､何てこと

僕死ん じゃうよう !

泣いているからと言って僕を叱 らないでね

指を刺されたんだから

あの針 と羽を持 っている

小さな蜂 とかい う生 き物にや られたんだ

ああ悔 しい｣

と､この野育ちの子は訴えた

｢まあアモルや､こんな事なんでもないわ-

と彼女は答える-だって

何だって言 うの

こんな蜂に刺される事 くらい

おまえの放つ矢に

傷つ く人が感 じる苦 しみに比べたら｣
(訳 服部洋一)

迷いの歌

この道 こんなに細 々と

いったいどこに向か うのやら

村へと向か うのか､はたまた

尾根のあの松へと向か うのか

空色の青百合が

｢おいで､おいで !｣と呼びかける

ベールのようなくもの巣が

｢行ってはならぬ｣と声をかける
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Seradreceradelgosat.

rossolaingrata

ob岳uncamid-enamorat.

colgat demata?

丘sunrecerperadormュr

quipassapena?

Aquestcamitan fi, tan f土.

quisaponmena?

Ou土saps土 tr土stosomrlent

acullallhoste?

qu土sapsimortsobtadament

sotalabrosta?

Quisabramaiaquestcami

aqu卓emconvida!

Ⅰ占scamiincertcadamati,

nI色scadavida!

J.Carner

大胆不敵な者の出世のための近道か

危ない滑る坂道なのか

はたまた潅木に覆われた

恋人たちの道なのか

それとも苦悩する人が

やすいを求めて逃れてくる道なのか

この道 こんなに細 々と

いったいどこに向か うのや ら

はてさてこの道が

人を迎え入れる時には渋い顔 しているのやら

それとも微笑んでいるのやら

茂る葉陰で突然に命を落 とすやもしれぬのに

それは誰にもわか らない

この道がいったいどこへと続いているのかは

朝な朝なにこの道は迷いに満ちている

そして人生 もまた同じなのだ !

(訳 服部洋一)

1･U･M.E.の原語には vina とあるが､ここは命令法 vineの誤 りであろう｡
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CanGadepassarcantant

sive 1-abrlltre爪01antl

ielventetque no reposa

土elperfum deDijousSaれt.

noia,nocull土s larosa;

passacantant.

SilestrampeSVanplCant,2

sltenenvestlsde festa

lageganta ielgegant,

no土a.no llencis91neSta;3

passacantant.

S土1agentplorlquejant

caminaamb lavistabaixa′

slva lacreuendavant,

noia,noguaitls lacaixa.

passacantant.

Sit'escometun galant,

tottendresa. totdellris.

defall土ntisosplrant′

nollescoltisnite-1mirュs;

passacantant.

Slunavellaxiuxejant

tTaugura2 unamalaestrella

1etd土u可ue se'tmarciran

aquestairesde poncella

1aquestagalta tanbella

nodurar畠niun instant.

noia.r土u-te'nde lavella.

passacantant,

passacantant王

J.M･deSagarra

気にせず歌 って過 ぎよ

もしも四月が身を震わせなが らやって来て

風が休みなく吹 き

聖木曜 日の芳香をまき散 らそ うとも

乙女 よ､蓄蔵の花を摘んではならぬ

歌 って過ぎていくが良い

女や男の巨人の人形 たちが

太鼓を鳴 らし続けても

彼 らが祭 りの衣装 をまとっていようとも

乙女 よ､ユニシダの花を投げてはな らぬ

歌って過 ぎていくが良い

もしも人 々が泣 きじゃくり

頭をうなだれて道 を行 き

十字架が先頭を行 こうとも

乙女 よ､その棺 を見てはならぬ

歌 って過ぎてい くが良い

もしも一人の伊達男がお前に近付いて

怪博 した面持 ちで溜め息 まじりに

甘い言葉 を熱に うかれたように

並べ立てようと､耳 を傾けてはならぬ

顔 も見てはならぬ

歌 って過 ぎてい くが良い

もし一人の老婆が声をひそめて

災いの星 (不幸な運命)を予言 して､君に

｢乙女のはつ らつ とした容姿は朽 ち果て

その美 しい頬 も

一瞬た りとも続 きは しない｣

と語 りかけようと乙女 よ

そんな老婆のことなど笑い返 してやるが良い

歌 って過ぎていくが良い

歌 って過 ぎてい くが良い

(訳 服部洋一)

1･現代のつづ りでは tremulantである｡ 2･聖体祭の習慣では､馬に乗った奏者が､馬の両

側にティンパ レスのような太鼓をつけ､これを敵いきなが ら行列の先頭を行 く｡ 3.同 じく

ginesta (ユニシタの花)は道にまかれて械椴の代わ りにされる｡4.U.M.E.の版では､

1'auguraとなっているが､これは t-auguraの ミスプ リン トと思われる
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platx畠riaL

Do19aamlgueta
Juguemafet

oacorregeta2
0abellindret.

DolGa amlgueta

notlngu土spor:

nlhed'allunyar-me

ni.encap raca fer-te

malicieso b占 eldistret

siaGasetcremes

oets a lIindret

onhe amagada

lateva flor:

situ etsmanyaga.

jO Ser畠 bo･

Dole amlgueta

tornem aljoc.

1a tevaescala

farade toe.3

Situ m'atrapes

noetbesare′

siJO t'atrapo

perdonar色

可ueno m'est土mis.

Jaem somriuras.

S土etcau la trena

JOet far色 el llag.

J.Salvat-Papasseit

楽 しい遊び

ねえ君

かくれんぼ して遊ばないか

追いかけっこでもいいし

場所あて遊びもいいね

ねえ君

こわがった りしないで

僕は絶対遠 くに行ったりはしないし

どんな場所でも

君にいじわるしたりはしない

万が一､君がたまさか

じれて腹を立てたり､

君にあげるための花を隠 した場所に

近づいた時には知 らん振 りした りはしないから

もし君が優 しくしてくれれば

僕 もいい子でいよう

ねえ君

もうー度遊ぼ うよ

君の家の階段が

タッチの場所になるだろうよ

君がもし僕をつかまえても

君にキスはしないから

もし僕が君を捕 まえたら

君が僕のこと愛 してくれなくたって

許 して逃が してあげるよ

だけど､さあもう微笑んでお くれよ

君の三つ編み髪がほどけたら

僕が編み直 してあげるよ

(訳 服部洋一)

1.plat:Ⅹ色riaには alga2=ara(歓声､賑やかな人声 ).jolgorio(大騒 ぎ､お祭 り騒 ぎ).

parranda(浮かれ騒 ぎ )等 々の意味があるが､恋の遊びとしてのテキス トの内容から､

このように訳 したC 2･correget:aは､ Joan Amades著 ｢カタル一二ヤのフォルクローレ

(Folklorede Catalunya,Ed土tor土alSelecta.Barcelona′1951)｣によると､corre-

geta aamargarともいい､腕輪などの持 ち物を隠 して､その場所を当てる子供の遊びを

いうとあるobellindret もおそらく似 たような遊びの一種 と思われる｡ 3_toc(タッ

チすること)もこれ らの遊びの動作のひとつである｡
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Divendressaれt

L■oratge S'adormissa

1elcelesapagat

ocellsde labardissa

nodesvetlleu 1-Amatl

EIspobresulls son lassos

quan lIhoraba土Xaes fon

iham fatigatsosbragos

totselspecatsdelmon･

Lallum se n'esanada

delrostre san90nent;

SaJOVentutpaSSada

comuna rosaalvent

Clo土a lesparpelles

alcapdemuntd'unrost;

decara alesestrelles

clavatenunapost.

L'oratge s■adom issa

ielcel色sapagat

ocellsde labardlssa

nodesvetlleu l■Amat.

J.Carner

1.1-Amatはキ リス トを指す｡

聖金曜日

風がまどろみ

空が光を失 う時

いばらの茂みの鳥たちよ

汝 らは､起 こしてはならぬ

この愛され し人を

夕闇が溶けて広が り

すべてのこの世の罪が

かの人の両の腕を疲れさせてしまった時は

かの人の両の目は疲れ果てている

血に染み し顔 より

光は失せ

かの人の青春は過 ぎ去った

風に吹かれる一輪の蓄蔵のように

かの人はまぶたを閉 じていた

崖の上で

星 々に向かい合 って

十字架に打ち付けられて

風がまどろみ

空が光を失 う時

いばらの茂みの鳥たちよ

汝 らは､起 こしてはならぬ

この愛され し人を

(訳 服部洋一)
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蛋NoucanGOnSPOPularscatalanes》

Ⅰ.Matinetmetn llevo jo

Matinetme'n llevo J0.

matlnet apuntad'alba

土contentme'nva19Xiulant,

d∫eta lacosta solana.

girarm antami,

91raIm an ami lacara.2

glra'm an ami.

Ouan m土tjacosta son.

sento unaveu prima iclara,

ime'npega un Saltalcor′

que色s lamevaenamorada,

91ra-∩ an ami.

glra'm an am土 1acara′

glra'm an ami.

AIcim de la costa son,

veigdetrasd'unamata.

D6uvosguard ladolga amor,

matinaretaheuestada.

91ra'm an aml′

glra'm an ami lacara,

glra'm an aml.

《9つのカタル一二 ヤ民謡》

(訳 服部洋一)

Ⅰ.早起 きを して

朝早 く僕は起 きる

日の出 と共に起 き上がる

口笛吹 きなが ら 気 も晴ればれ と

陽あた りの良い丘の斜面へ まっしぐら

ジーラ ･マ ･ナ ･ミ

ジーラ ･マ ･ナ ･ミ ･ラ ･カラ

ジー ラ ･マ ･ナ ･ミ

斜面の中腹に近付けば

澄んだ明るい声がする

それを聞 くと僕の心は弾む

その声 は僕が恋する人のだか ら

ジー ラ ･マ ･ナ ･ミ

ジー ラ ･マ ･ナ ･ミ ･ラ ･カラ

ジーラ ･マ ･ナ ･ミ

斜面の一番上 まで来 ると

茂みの陰か ら僕は見る

やあ､ごきげんよう､いとしい人 よ

君 も早起 きしていたんだね

ジー ラ ･マ ･ナ ･ミ

ジー ラ ･マ ･ナ ･ミ ･ラ ･カラ

ジー ラ ･マ ･ナ ･ミ

1.この an は､音を柔 らか くし､調子 をよくするための意味を持 たない､単なる置 き字で

ある. 2.これ らのルフランの直接の意味は､ ｢僕の方に顔 を向けてお くれ｣であるO

ロ.EIpardal

Una cangonetanova,ai,

voslladir色,

delpardalquan s-acotxava.al,

n'e12 toranger,ai,ai,ai,ai,

n'eltoranger.

Anavadebrancaen branca.al.

mendremOr′

perveure slho sentlrla′al′

1a seva amor′al′al′ai′ai.

1aseva amor.

La seva arrLOr n'estaenCambra,ai,

queno en sent res.

2 6

汀.雀

新 しい歌をひとくだ り､アイ

あなたに歌 って聞かせ ましょ

眠 りについた雀の歌を､アイ

オ レンジの木で､アイ､アイ､アイ

オ レンジの木で

その鳥は枝か ら技へと歩いていたよ､アイ

ざわめ きを立てながら ひ ょっとすると

聞いて くれるか もしれないアイ

彼の恋人が､アイ､アイ､アイ

彼の恋人が

彼の愛する人は部屋にはいたが､アイ

それには気づ きは しなかった



sinaelmossode lacasa,ai,

oeltra91ner.al′a土.ai,ai′

oeltra91ner･

Perlafinestram卓salta

li-∩vaparlar:
Lesonzeboress(うn tocades.
Ⅴ色S-teacotxar.

No岳shoradecotxarencara,

valgdecami;

somafetunaprometenga

aSantMagi.

Quan aSantMagivaig色sser

valg Suplicar

queem deix畠stornaama terra

per festejar.

Detresamorsqueentenla

'quellaucellet,

Mariagna,Petronlla
土Elisabet.

聞 きつけたのは召 し使 い､アイ
も しくは荷車引 き､アイ､アイ､ア イ

も しくは荷車引 き

一番高い窓か ら

彼に恋人は告げました

夜の11時が鳴 ったなら

床につかなきゃいけません

｢まだ寝 るには早過ぎるよ

おいらは一回 り散歩 して くるよ｣

だって願 を掛けたんだもの

聖マジーに

聖マジーにいた時は

一生懸命祈 ったのさ

おいらを祖国に帰 して くれ と

娘 っ子を口説 くために

3人の恋人がお りました

あの小鳥にはお りました

マ リアグナ とパ トゥルニーラと

ア リザベー トと

1･これは osの古い形 としての vosである｡2･標準カタル一二 ヤ語 としては､enel と書

くべきところC3.古 くは serを助動詞にも用いたo現代 ならば hem fetとするべきとこ

ろ｡

rII.DeMataravarem veni,r

DeMatar(うVaremvenir,

perundlssabtea latarda

iaRibesvarem anar,

que卓scamiraldeCerdanya,

solsperveure unaminyona

que岳s fillademoltbonpare′

solsperveureunamlnyona.

T色 Iabocade pinyo.

1esdentsmolt finesiblanques′

t岳elsllavisd'unviucolor,

unarosaacadagalta′

七色els llavisdlunviucolor.

DeMatar(うvarem venir,

perund土ssabte alatarda.

Ⅲ .俺 たちはマクローから

俺 たちはマクローか らやって来た

土曜の午後に

そ して リバスへ出かけていった

なぜならサルダーニ ヤへの道だか ら

一人の娘 っ子に会 うためだけに

それはとても人の良い父親の娘

一人の娘 っ子に会 うためだけに

その口元は松の実みたいで

歯並びは とても清楚で真 っ白

唇は生 き生 きと赤い色

両頬には一輪ずつの蓄蔵が咲 く

唇は生 き生 きと赤い色

マクローか らやって来た

土曜の午後に
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Ⅳ.Flord-01土var

Lumla,quive de l'aigua,

lumla,qui a l'alguaVa,

lumla,flord'olivera

luJTtla,flordrolivar,

lumla,flord'olivar.

A l■hortadelmeupare.

un tarongern'hiha,

carregatde taronges

可ue altra fruitanoh土ha,

luml畠′flord-olivar.

Hlhaunaclavelllna.

moltregaladaesta,

almatiquan se lleva

prompte lavaa regar′

lumla,flordrolivar.I

1.恋人をオ リーブ畑の花にたとえている｡

V.Elre⊥n'ha fetes fe丁cr土des

Elreinlha fetes fe丁crides

perEspanya i Portugal′

que totsham d'an畠a laguerra

per ser soldatsdecavall′

perser soldatsdecavalL

Demanen aDon Lubardo

perCapitageneral,

ien t色 Iamullermoltxica

que li recるdeixar′

que lirecadeixar.

Ⅵ.Ai,m土nyons可ue aneu peュmom

A土,mlnyons可ue aneu

pelman cercantelsamos.

Ai′minyons可ue aneu

peュ∩(うn cercantelsamos.

-neualerta aensopegar-ne

a19un de Taro.

leror色′lord,lora′lor色rorara.

'Neualerta aensopegar-ne

Ⅳ.オ リーブ畑の花

ルムラー､水辺から乗る人よ

ルムラー､水辺へ向かう人よ

ルムラー､オ リーブの花よ

ルムラー､オ リーブ畑の花よ

ルムラー､オ リーブ畑の花よ

僕の父さんの果樹園に

一本オレンジの木はえている

実でいっぱいの

他の果実はないけれど

ルムラー､オ リーブ畑の花よ

カーネーションが一本あ ります

それは露を滴 らせている

朝起 きるとすぐに

水をや りに行 くからだ

ルムラー､オ リーブ畑の花が

V.王様はおふれを出されて

王様はおふれを出された

スペインとポル トガルに

すべての者は戦へ赴けと

騎兵 として

騎兵 として

人々は ドン ･ルパル ドに

総大将になってくれるよう頼んだ

だが彼には妻がいた とっても年若い妻が

それで彼には辛かった 妻を残 して行く事が

それで彼には辛かった 妻を残 して行 く事が

VI.ああ､世に出ていく若者たちよ

ああ､世に出ていく若者たちよ

主人を求めていく者たちよ

ああ､世に出ていく若者たちよ

主人を求めていく者たちよ

注意 しているが良い

稀有な人士に出会えるように

レロレ一 ･ロラ ･ロラ ･ロレーロラーラ

心 していくが良い 今まで思っても
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a19unde rar〇･

一Neualerta aensopegar-ne

a1gunde raro′

可ueJOn'heensopegat

un可uenova19aire･

leror色′lor畠,lord,lor色rorara.

Ouejo∩-he ensopegat

unquenovalgaire_

Quejon■he ensopegat

∩可uenova19aire.

土em famenJarpade trits

iencara色sagre.

leror卓′lord,lord,lor卓rorara.

Ⅷ.Sotaelpontd'or

S土n'eren t∫esninetes′

m白sai,sotaelpontd'or,'

1'unarentabugada,

m6sai,i-altra i-esten′

quem白sai,1'altral'esten.

L'altracullvioletes′

m白sai,pel filldelrei.

F土11delreユpasseJaVa.

m白sai,sobre elpontd'or′

quem白sai,sobreelpontd'or.

Tlraunapedraa l■a19ua.

m白sal,tOCa l■amor,2

1altocaben tocada′

m岳sai,delmlgdelcor,

quem白sai,delmigdelcor.

みなかった辛い目に出会 うだろうから

心 していくが良い 今 まで思っても

みなかった辛い目に出会うだろうから

俺がかように注意 したとて

役にも立たぬであろうけど

レロレ一 ･ロラ ･ロラ ･ロレ一口ラーラ

私はかように注意 したのに

どうしようもない男に出くわ した

この俺はかように注意 したのに

どうしようもない男に出くわした

俺の主人はパン屑 しか食べさせてくれないし

しかも人遣いの荒い奴だ

レロレ一 ･ロラ ･ロラ ･ロレ一口ラーラ

Ⅷ･金の橋の下で

もしも3人の少女がいたら

メス､アイ､金の橋のたもとに

その一人は洗濯をし

メス､アイ､もう一人はそれをひろげて吊す

ケ､メス､アイ､

もう一人はそれをひろげて吊す

残る一人はすみれを摘む

メス､アイ､王子様のために

王子様が散歩する

メス､アイ､金の橋の上を

ケ､メス､アイ､金の橋の上を

王子は小石を川へと投げる

メス､アイ､恋人に当たる

彼女に当たる それも命中

メス､アイ､心臓のど真ん中

ケ､メス､アイ､心臓のど真ん中

1･文法上は1-amor(m)だが､擬人化 して代名詞女性形で受けている｡ 2.投げた石が､川面

に映っている3人の娘の影のどれかに当たる｡
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ⅤⅢ.UnacanGonetanova(Laquadrilla)

Unacangonetanova,

unacangonetanova,

m土nyons.vosllavullcantar･

Tretan一色sd'unaquadrilla,

tretan'岳sd'unaquadrilla,

可ueesvolュenacoblar.

Peranara fe丁-neunrobo

peranara fer-neunrobo

alfondodel'Emporda.

1.現代では､osを用いる｡

Ⅸ .L-Alabau (Not-espantls,Alabau)

Unacan90Vullcantar,

nohihamoltques'色sdictada,

delpastordecanGusti

可ueenfesteja lacriada.

Not-espantis.Alabau,

queelteumalnoenseradraltre.

DelpastordecanGusti

queen festejalacriada,

tant,tant,1an'hafestejat

可uehavlngut可ue1-haenganyada.

Not'espantis,Alabau′

可ueelteumalnoenserad-altre.

†ant,tant.1an'hafestejat

可uehavingutquel'haenganyada;

quanaixd s'hadescobert,

Alabaueraamuntanya.

Not'espantls,Alabau,

queelteumalnoenserad'altre.

3 0

Ⅷ .新 しい歌 (山賊の歌)

新しい歌をひとくさり

新しい歌をひとくさり

若者 たちよ､歌 ってやろ うお 前 た ち に

収穫 は仲間の ものよ

収穫は仲間のものよ

それは団結の印よ

盗みを Lに行 くために

盗みをLに行 くために

アンプルダーの奥深 く

Ⅸ .アラバ ウよ怖れることはない

一曲歌を歌いたい

長い歌ではないのだが

グステ ィー邸の羊飼いのことを歌 った歌を

そいつは邸のお女中に言い寄 った

恐れる事はない､アラバウよ

おまえの病気 も同 じ事

グスティー邸の羊飼いは

それはそれは詰め寄 って

お女中に しこたま口説いた､言い寄 った

結局の ところ､手練手管でものに した

恐れ る事はない､アラバ ウよ

お まえの病気 も同 じ事

それはそれは詰め寄 って

手練手管でものに した

女中がそれに気づいた頃にゃ

アラバウはすでに山の中

恐れる事はない､アラバ ウよ

お まえの病気 も同 じ事



≪Larosaalsllavls≫

J.Salvat-Papasseit

I･Slanesslstan lluny

Sianessistan luny,

tan llunyque noetsab占S,

tampocnln9u Sabr土a

elmeudesti,

capaltre llav土

noem tlndrlapres

pr6ambelteumom

far土aelmeucami.

Unramdemoles

noem foraconhort.

nilacangosota

eldrin°delacoロa.

Valxellsdeguerra

vingueSSinalPort

prouhlaniria′

marinerdepopa.

SIJOpOSaVa

labanderaalpal

土eramoltalta,

七一hlveuriaadalt.

Ⅱ.Mocadord一〇lor

Mocadordlolorque lateval

slna2 acostavaalcor:

com 可ueetsap 1-enyor

1et3 sap lapeュlflna.

tremoladIamor.

Mocadord一〇lor
fraganttaronglna
com li4batelcor上

組曲 《唇に蓄蔵を》

(訳 服部洋一)

Ⅰ･もしもお前が遠 くに行 ったら

もしもお前が遠 くに行 ったら

お前のことを忘れて しまうほど遠 くに

誰にもおそらく分かるまい

私の運命の行 く末がどうなろうかは

はかのどんな唇 も

私を捕 らえておくことはできまいが

ただお前の名前 と共に

私は道を進 もう

乙女たちか ら花束を捧げられようと

心の慰めにはなるまい

甘い歌声 も

杯挙げての宴の歌 も

もしも軍艦が

港に着いたら

喜んで乗 り込むこととしよう

船尾を持ち場 とする船乗 りとして

もしも私がマス トの上に

旗を掲げたとしたら

その揺 らめ く旗かげに

お前の姿を見ることとなろう

Ⅱ.残 り香のするハンカチは

私の愛する人が

胸に押 しあてた芳 しいハ ンカチよ

別れの時の (涙の)香 りが

何 と染み込んでいる事か おまえには

愛に震える彼女の

滑 らかな肌の匂いが染み込んでいる

香をたたえたハ ンカチ

芳香を放つオ レンジよ

何 と彼女の胸は

高鳴っていた事か

1･文脈からは通常 1ameva [amOr】(わが恋人)とすべきところであろうが､U.M.E.の譜

面には 1atevaとなっている｡ 2.現代では se'n 3.この etは mocador を受けてい

る｡ 4･この 11は ｢恋人｣をさす｡ハンカチを押 し当てた胸が愛に震え高鳴っていたこ

とを言 う｡
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Ⅲ.工elseuesgurard...

Ielseuesguard

daLnuntelmeuesguard

sacpresoner

que lavullpresonera:

aquestmatュ可ueunaflor

孤-haposat

lldelaalXl.

bai又,baixet.

alIorella:

sotaelsteusulls,

卓sunbeselqueemplau

Ⅳ.工elventdelxava
d土ntrelarosella‥.

工 elventdeixava

d土ntrelarosella

granetSdebュat

comespurnesdesol.

nom卓Sperdir

com色slabocad-Ella:

comlaneurosa

alsplCSquanSu∫talsol.

V.Ser占a taca爪braamiga

Ser色atacambraamlga,

queningunohosabra･

Cup⊥dellalaporta
m'obriraitancara.

Entremaliatidestresera

Elユqu⊥etprendr畠

工 S土tuetstemerosa.

noetdeixaracridar.

Ⅲ･されど彼女のまなざしは

されど彼女のまなざしは

私の視線 と重な り

彼女を虜にしたいと思いながら

私は彼女の浦 らわれ人 となる

彼女は今朝私のために

一輪の花を飾ってくれた

私は彼女にこう噴いた

小さな声で

耳元で

｢お前の瞳の下には

私の好 きな口づけがある｣

Ⅳ･そして風はひなげしの花の中に

そ して風は

ひなげしの花の中に

太陽の煙めきのような

小麦の粒を残 した

ただ彼女の唇が

どんなであるかを言いたいがために

彼女の唇は日が昇る時バラ色に染まる

峰の雪のようだと

V･恋人よ､私は君の部屋へ行こう

恋人よ､私は君の部屋へ行こう

誰にも悟 られはしまいから

扉を守 るキューピッドが

私にだけ戸を開け閉め してくれよう

悪で抜け目のない男だよ

お前をものにするのは

もしお前が悪がったなら

叫び声を上げさせはしないだろうよ
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Vl.Visca l'amor

visca l'amOr可ue∩-hadonat

l'amlga fresca ipolida

com unma19COntent!

visca 1-amor,VIscal'amOr

l'hecridada ivenia,

totaerablanca

comunplopde llet･

vlsca l'amor可ue∩-hadonat

1-am1ga fresca 土pol土da

com unma1gCOntent!

vlsca 1-amor可uem'hadonat

llamlga可ueella tamb色

esdella

Visca 1-amor

lavolia il'he pres

Ⅵ.朽ちずあれ 愛よ

朽ちずあれ 愛よ

若 く麗 しい恋人が与えてくれたその愛よ

そして満ち足 りた五月のような恋人を

与えてくれたその愛よ !

朽ちずあれ 愛よ 朽ちずあれか し

われ彼の女の名を呼び

彼の女 わがもとに来たり

ひとすす りの乳のごと 真白きその人

朽ちずあれ 愛よ

若 く寮 しい恋人が与えてくれたその愛よ

そして満ち足 りた五月のような恋人を

与えてくれたその愛よ

朽ちずあれ 愛よ

われに恋人を与えてくれたその愛よ

彼女の胸 もまた高鳴っていた

朽ちずあれ 愛よ

われ彼女を愛 し求め

ついにわがものと為せ り
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《Selscancionessobre textosde

Garcilaso.J色rica,LopedeVega.

ouevedo.‥》

Ⅰ.La zagala alegre

A unadonosa 2:agala

suvie3amadre refiia

cuando pasaba ユashoras

alegreS,entretenidas;

y ella.su amord土Sculpando′

conelocuencia senc土11a.

cantando al sondelpandero.

asim土1Vecesdecia=

Ahoraque soy nifla,madre,

ahoraque soy nifia,

d色jeme go2:ar ahora,

sinque asime riiia.

乙Qu占malmosha°e Salicio

sicando pasamemira.

yme tirade la saya

oenelbrazome pellizca?

NoplenSe′madre′que busca

mideshonra;no lodiga:

migusto salo,y sugusto,

queri色ndome asicodicia.

Ahoraque soynifia,madre,

ahora可ue soy nifia,

d色jeme gozar ahora,

sinque asime rifia.

Cuando casadame Yea.

hechamuJerde fam土1ia.

me sobrar畠nnilcuidados.

me faltaramialegria.

Foreso quisiera′madre.

pasaralegreslosdias

可ueme restande soltera

en bailes,juegOSY risas･

Ahoraque soy nifia,madre,

ahoraque soynifia,

d色jeme gozar ahora,

sinque asime rifla.

Pablo de J占rica

《6つの歌-ガルシラー ソ､ヘ リカ､ロベ ･デ ･
ベガ､ケベ- ドらの詩による》

Ⅰ.陽気な娘

小粋な娘っ子に

年老いた母がいつ もお説教 していた

楽 しく陽気に毎 日を

過ごしてばか りいるものだから

そ して娘は､恋を弁護 しながら

無邪気な言い訳あれこれ並べ

タンバ リンの音に合わせて歌いながら

何千回もこう言っていた

｢私､今は若いのよ､母さん

まだ若いんだから

今を楽 しく過ごさせてちょうだいな

そんなに私 を叱 らずに｣

｢サ リーシオが私達にどんな悪いをしたというの

通 りがか りに私のことを見たり

スカー トを引っ弓長ったり

私の腕をつねったりしても?

だから母さん､彼が私をたぶ らかそ うと

しているなんて思わないで

私はそうされるのが嬉 しいし､彼 も同じ

私のことが好 きで私を求めているんだから

｢私､今は若いのよ､母さん

まだ若いんだから

今を楽 しく過ごさせてちょうだいな

そんなに私を叱 らずに｣

私が結婚 したら

家庭の主婦になったら

沢山の心配事ができて

私の楽 しみ もなくなるわ

だから母さん､お願いよ

毎日を楽 しく過ごさせてよ

娘時代の残 りの日々を

踊ったり､遊んだ り､笑ったりしながら

｢私､今は若いのよ､母 さん

まだ若いんだから

今を楽 しく過ごさせてちょうだいな

そんなに私を叱 らずに｣
(訳 服部洋一)
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Ⅱ.Madre′unosojuelosvi

Madre.unosojuelosvi

verdes.alegreS.y bellos･

iAy,quememueroporellos,

yellosse burlandemi‡

hasdosnifiasde suscielos

hamhecho tantamudanza.

可ue lacolorde esperanza

semehaconvertldo encelos.

YoplenSO.madre,可uevi

mまvidaどmimuerte enellos,

…AY.可uememueroporellos.

yellosseburlandemi!

;Oui色n pensaraqueelcolor

de talsuertemeengaflara!

Pero 乙qui色nno lopensara′

comono tuviera amOr?

Madre,enellosme perdi,

yesfuerzabuscarme enellos･

;Ay,quememueroForellos,

yellosseburlandemi!

LopedeVega

m .Mafianitade SamJuan

MailanitadeSam Juan

Ma氏anitade primor,

cuando damasygalanes

vanaoirmisamayor,

allava lamise氏ora,

entre todaslameJOr;

vlste saya sobre saya,

mantellinde tornaso1,

cam土saconoro yperlas.

bordadaenelcabezan,A

en la suboca和uy linda

llevaunpocodedulzor;

en la sucaratanblanca

unpoquitode arrebol

yen los.susoJuelosgarzos

llevaunpocodealcohol;

asientrabapor la iglesia

relumbrandocomoelsol.

Ⅱ.母さん､僕は瞳に魅せ られた

母さん､僕は瞳を見てしまったんだ

緑色の､明るい､美 しい瞳を

ああ死ぬほどつ らい あの瞳のために

だけどあの瞳は僕をあざ笑っている !

あの 2つの瞳は天か ら

大きく妨復い出て

希望をあらわすその色も

僕にとっては嫉妬へ と変わって しまった

母さん､僕は生 と死 とを

その中に見たような気が したよ

ああ死ぬほどつ らい あの瞳のために

だけどあの瞳は僕をあざ笑っている !

そのような幸運の色が

僕を欺 くなんて誰が思 ったことだろう !

何ゆえに彼女のまなざしの色には

愛がないだろうと誰か思わない人がいるだろうか

母さん､瞳の中に僕は迷い込んでしまった

そ して瞳の中に

自分を捜 し求める事を強いるのだ

ああ､その瞳が好 きでたまらない

僕の命をもて戯ぶ瞳が !

(訳 服部洋一)

m.聖フアン祭の朝

聖フアン祭の朝

朝のまだ明け初めたばか りの頃に

婦人たちも伊達男たちも

大 ミサを聞きに出かけて行 く

そこへ､わが愛 しの御婦人一並みいる婦人の

中でもとりわけ素晴 らしい人が出かけて行 く

スカー トを幾重にも重ね

向日葵のように黄色いマンティー リャをし

金 と真珠 とで飾ったブラウスを看て

その襟元には刺 繍師が してある

とても可愛 らしいその口元には

うっすらと甘い微笑をたたえ

白い肌のその顔には

ほんの少 し薄紅を指 して

青い瞳には

シャ ドーも少 し

そんな様子で教会へと入って行 くのだった

まるで太陽のように輝いて
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Lagdamasmuerendeenvidia

y losgalanesdeamOr;

el可uecantabaenelcor°

enelcredoseperdia,･

elabad可uediceれisa

hatrocadolalician,･

monaclllosl可ueleayudan

noaciertanresponder.non:

pordeciram色n,am岳n,

decianamor,amor.

Ananimo

その姿に他の婦人たちは死ぬほど羨み

伊達男たちも死ぬほど恋心を燃やす

合唱隊で歌っていた男なぞは

クレドのところで言葉を間違えてしまい

ミサを施す司祭は

聖務日課を読み違えてしまった

お手伝いの子坊主たちは

どう答えてようか分からず､いやはや

アーメン､アーメンと言おうとして

アモール､アモールと言ってしまう始末

(訳 服部洋一)

1･現代語では monaguillosとするべきところ｡

Ⅳ･Nadlepuedeserdichoso Ⅳ.誰も幸福な者など

Nadiepuedeserdichoso,

seflora,nidesdichado,

sin°可ueoshayamirado.

Forlagloriadeveros

eneSepuntOSequita

可ueSeplenSamereCerOS.

Asique.sinconoceros′

nadiepuedeserdichoso′

sefiora,nidesdichado,

slnoqueoshayam土rado.

GarcilasodelaVega

V.Cantarclllo

Puesandaisen laspalmas,
畠ngelessantos,

iqueSe diermemiNiflo.
tenedlosramos!

PalmasdeBl色n,

可uemuevenairados

losfurlososvientos

可ueSuenan tantO′

nelehagaisruido′

corredmsspaso:

;quesediermemiNifto′

tened losramos!

誰も幸福な者などいないのです

御婦人よ､また不幸な者もいないのです

ただそなたの姿を見るまでは

実際の事を申せばその瞬間には

もう諦めてしまっているからなのです

そなたを獲得 しようと思ったその瞬間に

ですから､そなたに会 うまでは

誰 も幸福な者などいないのです

御婦人よ､また不幸な者もいないのです

ただそなたの姿を見るまでは

(訳 服部洋一)

V.小歌一掠欄の樹をめぐり飛ぶ者よ

椋欄の木々の中を飛ぶあなたたち

聖なる天使たちよ

わたしの幼子が眠っているのですから

枝を揺するのをやめて下さい !

騒がしく音を立てる

怒 り狂 う風に

激 しく揺さぶられる

ベツレヘムの綜欄の樹たちよ

音を立てるのをやめて

もっと優 しくそよいで下さい

わたしの幼子が眠っているのですから

枝を揺するのをやめて下さい !
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EINifiodivino.

可ueestacansado

de lloraren la tlerra′

porsudescanso′

sosegarquiere unpoco

deltierno llanto:

;可ue sediermemiNi汽O.

tened losramos!

RigurOSOShielos

leestancercando,

yaveisque no ten90

conqu色guardarlo,'

angelesdivinos

可uevaisvolando′

;que sediermemiNiiio′

tened lo§ramos!

LopedeVega

Ⅵ.Despu卓s可ue te conoci

Despu色squeteconocl,
todasla§cosasmesobran:

e lsolparatenerdid,

abrilparatenerrosas.

Formi,b上en puedentomar

otroofic土o ユasauroras′

queyoconozco unaluz

que sabe amanecer sombras.

B上enpuedebuscar lanoche

quien susestrellasconozca.

queparamiastrologia

yaSonOSCraSypOCaS･

Despu色sque teconoC1,

todasユascosasme sobran:

elsolpar° tenerdia.

abrilpar°tenerrosas.

Yano importunanmisruegos

alosclelospor la91oria′

quemibienaventuranza

tieneJOrnadamascorta_

Bienpuede lamargarita,

この天の者なる幼子は

地上において泣 くことに

疲れてしまったのです

その疲れを癒すために

少 しその優 しい涙を

鎮めるために眠 りたがっているのです

わたしの幼子が眠っているのですか ら

枝を揺するのをやめて下さい !

幼子をとりまく

過酷な氷たちよ

あなたたちは分かっているはずです

私にはこの子の身を包み護るものさえないことが

天の者なる天使たちよ

飛び交 う者たちよ

わたしの幼子が眠っているのですか ら

枝を揺するのをやめて下さい !

(訳 服部洋一)

Ⅵ.お前のことを知 ってから

お前のことを知ってか ら

あらゆる物がいらないものとなった

一 日をもたらして くれる太陽さえも

蓄蔵を嘆かせる四月さえも

私にとっては暁が

他の仕事をするようになっても構わない

なぜなら私は闇に夜明けをもたらすことのできる

光を知 っているのだか ら

星に詳 しい者は夜を求めるがいい

私の占星術においては

すでに星は暗 く

取るに足 らない物だか ら

お前のことを知ってか ら

あらゆる物がいらないものとなった

一 日をもたらしてくれる太陽さえも

蓄蔵を咲かせる四月さえも

もうこれからは､私の願いが栄光を得たいが為に

天を煩わすようなことはあるまい

というのも､私の至福は

もっと手近なところにあるのだから

真珠貝は､真珠の玉をその貝殻の中に
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9uardarsusperlasenconchas,

quebB2:anOdeunarisa

ユaspescoyoenunaboca.

Despu色s可ueteconoci,

todasユascosasmesobran:

elsolparる tenerdi且,

abrllparatenerrosas.

Ouevedo

護 り隠 して しまうがいい

私は､彼女が微笑んでくれるだけで真珠の玉を

その口の中で手に入れることができるのだから

お前のことを知 ってから

あらゆる物がいらないものとなった

一 日をもたらして くれる太陽さえも

青森を咲かせる四月さえも

(訳 服部洋一)
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《Docecancionespopularesespaflolas

revisadasy adaptadasporE.Toldra》

Ⅰ.conelpicotin(Bur90S)

Alagudo,alagudo

yalo ligero;

alusodeml t土erra.

tocoelpandero

Larosavaporagua

laldijounlirlo:

dejaelc畠ntarorosa

venteconm190

Conelpicotin′

conelplcotin

plCOtin,plCOtaina′

sacameelcaracolde lamanga,･

qui色ro levender

Comoquieresquevengo

oest岳contigo,

siestashecho unemplasto

maduratlvo.

S土yo soyun emplasto

comomedices′

tuvasclavandop土nchos

en ユasnarices2

ConelplCOtin.

conelplcotin

picotin.picotaina.

sacameelcaracolde lamanga,･

qui岳ro levender

《12のスペイ ン民謡- E.トル ドラ編》

(訳 服部洋一)

Ⅰ. とんが り棒で(ブルゴス)

高 く高 く

そ して軽やかに

お らが郷のや り方どう り に
タンバ リンをたたく

蓄蔵が水汲みに行 く

百合はこう呼びかけた

水瓶 なんてほっといて

おい らについて釆 なよ､可愛 い子ちゃん

とんが り棒で

とんが り樺 で

ピコテ ィン､ ピコタイナ

かたつむ りを殻か ら出 しとくれ

彼女に売 りたいか ら

あんたが私に来 てほ しいと

そばにいてほ しいと思 うなら

あんた膏薬 にでも

なった方がいいわ

お前がおい らにそ う言 うように

もしもおい らが膏薬ならば

おまえは鼻 に

釘を打つ ことになるだろうよ

とんが り棒で

とんが り樺で

ピコテ ィン､ ピコタイナ

かたつむ りを殻か ら出 しとくれ

彼女に売 りたいか ら

1･出版譜にも 1a となっているが 1e の誤 りであろう｡ 2.｢お まえの鼻に僕は釘のように

なって離れなくなるよ｣の意｡

rI.Lapanaderita(Le(うn)

A laentradadelpueblo

y ala salida

hay unapanadera,

panaderlta.

panaderlta.

;Qu岳panadera lindaychiquita,

39

rI.パ ン売 りの娘 (レわ )

村の入 り口に

村の出口に

一人のパ ン売 りの娘がいる

パナデ リー タ (パ ン売 りの娘)

パナデ リー タ

ああなんて可愛い小 さな



qua panaderapanaderita!

Sucabellosesdorado

cualユasesplgaS

y supieles tan blanca

como laねarina.

como laharlna.

;Qu色panadera linday chiquita.

qu色panaderapanaderita!

DosroJaSamapOlas

son susmejillas

y huelen apan tierno

susmanos finds

susmanos finds.

:Qu色panadera lindaychiquita,

qu卓 panadera panaderita!

Albesarla le hadlcho

boy,su abuelita

eressabrosa,niiia,

como lam19a･

como lam1g己.

;Quapanadera lindaychiquita,

qu色 panaderapanaderita!

m .No llores.ni氏a(Sevilla)

La nifiaquevino deSevilla

y traコO un delantalmuy maJO

y ahoraeldelantalse ha Toto

lani汽a ユlora.

Ledigo:ni汽a,vente conmlgO･

No llores;vamosacoger flores.

Morena,quien te lavaelpafiuelo

saberquislera.

Claveles;en tu jardin los tlenes

sembrados.blancosycolorados;

lechugas 乙Paraquequieres.nifla′

tanta hermosura?
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バン売 りの娘 !

髪の毛は金色に輝いて

小麦の穂のようだ

肌はとっても白くて

まるで小麦粉のよう

まるで小麦粉のよう

ああなんて可愛い小さな

バン売 りの娘 !

2輪の真っ赤なアマポーラのようだ

彼女の両頬は

そして柔 らかいバンの香 りがするよ

彼女のか細い両手は

彼女のか細い両手は

ああなんて可愛い小さな

バン売 りの娘 !

今日誰かが彼女のうなじの後れ毛に

キスしてこう言った

いい匂いがするよ､お嬢ちゃん

まるでバンの中身のように

まるでパ ンの中身のように

ああなんて可愛い小さな

パン売 りの娘 !

Ⅲ.泣 くのはおよし､お嬢ちゃん(セビープャ)

セビージャか らやって来た女の子

とても小粋なエプロンしてた

でも今はそのエプロンが破れてしまって

女の子は泣いている

僕は彼女にこう言った :僕とおいでよ

泣 くのじゃないよ､花を摘みに行 こう

黒い髪の女の子､誰がハンカチを

洗ってくれるのか知 りたいものだ

カーネーションなら君の庭に

植わっているよ｡白いも赤いのも

レタス?どうしてそんなもの欲 しいの

お嬢ちゃん､君はとってもきれいなのに



Ⅳ .;Rataplan!-Eistrestambors

(Catalufia)

Cona土re triunfador

desfilan trestambores;

ufano,elpequefiin

llevaun ramode flores.

iRan′ran.pataplan!

llevaunramo de flores.

Asamase albal°(5n

la infantama§hermosa:

Tambor,mibuen tambor,

ofr占ndame tusrosas.

iRan,ran,pataplan!

ofr色ndame tusrosas.

Princesa′dadmeelsi

acamblodemisrosas′

y laspodr占islucir

eldiade laboda.

;Ran,ran,pataplan!

eldiade laboda.

Tuhacienda,di′cuales.

tambor.tamborilero.

Mlhaciendaesmitambor,

elramoesm土trofeo.

iRan,ran,pataplan!

elramoesmitrofeo.

V･Labamba -EIcolumpio(Malaga)

Lanifiaqueestaen labamba

separece aSam Antonlo′

separeceaSamAntonlo.

Y laque laestameciendo′

almisl mismodemonlo′

almismismo demon土O.

Lanifiaqueestaenlabamba

conlatoqulllaencarnada.

conlatoquillaencarnada,

eslanovlademihermano,

pronto seramicufiada,

pronto seramicu汽ada.

Lanifiaqueestaenlabamba

delclelo leca1gan rOSaS.

Ⅳ.ラタプラン- 3つの太鼓 (カタル一二ヤ)

凱旋の曲を弾きながら

3つの太鼓の行進だ

誇らしげに小さな太鼓は

花束を携えている

ラン､ラン､バタプラン !

花束を携えている

バルコニーに姿を見せる

村一番の可愛い女の子が

太鼓さん､私の大好きな太鼓さん

私に香南の花をくださいな

ラン､ラン､バクプラン !

私に蓄蔵の花をくださいな

王女様､色好い返事をしておくれ

蓄蔵の花の代わ りに

そうすれば蓄痕の花を飾れましょう

結婚式を挙げる日に

ラン､ラン､バクプラン !

結嬉式を挙げる日に

あんたの財産はどれ くらい

太鼓さん､太鼓打ちさん

おいらの財産は､この太鼓

花束がおいらの トロフィーだ

ラン､ラン､バクプラン !

花束がおいらの トロフィーだ

V.ラ ･バンパーブランコ (マテガ)

ブランコに乗ってるあの娘

聖アントニオにそっくりだ

聖アントニオにそっくりだ

その子を揺する女の子は

怒 り狂ったおいら自身にそっくりだ

怒 り狂ったおいら自身にそっくりだ

プランコに乗ってるあの娘

赤いネ ッカチーフしてる

赤いネッカチーフしてる

あの子はおいらの兄貴の許嫁

もうすぐおいらの義姉になる

もうすぐおいらの義姉になる

プランコに乗ってるあの娘

蓄蔵の花よ天から降れ
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delcielo le ca19anrOSaS;

dまga uSted,mocita9uapa

slse leofrece otracosa,

sise leofrece otracosa.

La niflaqueestaen labamba.

1･文法的には almimismoであるべきところ｡

VT.Laperritachita
-A再ADA.Canciande cuna(Asturias)

Laperritachita

laperdidyer tarde

yendo depaseo solita

conmimadre.

Debe andarperdida

91miendoy llorando;

;ay!lapobrecita,

silaaraila un gato!

Ea,ea′ea′resalada.

可ue tequiero;

ea.ea.ea.resalada.

quememuerO.

El可ueme la encuentre

可ue ladevuelva luego;

ya le dilas seflas,

ayer′alpre90nerO:

1apatitablanca

yelrabito negro′

1aorejitaencarnada

y uncascabelalcuello

Ea,ea′ea′resalada′

可ue tequ土ero;

ea,ea′ea.resalada.

可ue memuerO.

Ⅶ ･EIpajaroeraverde (Burgos)

Sipasaspormicalle.

れira amibalcdn;

alliverbs la jaula,

queelpajaro′no.

La farola.si la farolita
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から香薮の花が降る

教えてお くれよ､べっぴんさん

あんたの心に他のことが浮かぶかどうか

あんたの心に他のことが浮かぶかどうか

プランコに乗 ってるあの娘

Ⅵ.かわいい子犬

一子守歌(7ストゥーリアス)

かわいい仔犬

昨日の午後に行方知れずになった

歩道を歩いていた時に

母さんとふた りっきりで

迷子になってるに違いない

ヒュンヒュン､クンクン泣いてるだろな

ああどうしましょ､かわいそ うに

猫に引っ掻かれでもしたら !

さあ､さあ､さあ､賢い仔犬ちゃん

おまえが好 きだよ

さあ､さあ､さあ､賢い仔犬ちゃん

悲 しくって死にそうだよ

その犬を見つけてくれた人は

あとで私に返 してくださいな

どんな姿かもう教えといた

昨日､呼び売 りの商人に

ちっちゃな白い足で

かわいい黒い尻尾のある

耳が赤 くて

首には鈴がついている

さあ､さあ､さあ､賢い仔犬ちゃん

おまえが好 きだよ

さあ､さあ､さあ､賢い仔犬ちゃん

悲 しくって死にそ うだよ

Ⅷ.その鳥は緑色 してた(ブルゴス)

もし君があたしの うちを通るなら

バルコニーを見てごらん

そこには烏龍があるよ

だけど鳥はいないの

灯 りが､もしも



seapaga,as(5mate

as(5mate ttla laventana,ler色.

El pajaroeraverde,

verdesユasalas;

lanifiasuspiraba

y seapenaba.

La farola,Si la farol土ta

seapaga,asamate

as6matetda laventana,ler占.

乙DandeestaelpaJarillo?

乙D(うndedormira?

Lajauraestavacia.

乙Cuandovolvera?

La farola,sila farolita

seapaga,asdmate

asdmate ttla laventana,ler色.

Ⅷ .E1 -●Kirie eleison一一

-Nitdevellal (cataluila)

Estanoche JesdsNiilo,

estanoche JestlsNifio′

deunaVlrgen hanac土do

;Divinoresplandor!

deunaVirgen hanacido

laklrleelelson.

1aKlrleelelson.

Vanpastoresporユasrutas.

vanpastoresporユasrutas′

conoveJaSmiely frutas

;Divinoresplandor!

conoveJaSmlely frutas

laklrleele土son′

1aK土rieeleison.

No sonperasn⊥manzanas.

no sonperasnimanzanas;

Sonalmendrasy avellanas

iDivino resplandor!

sonalmendrasy avellanas

lak土rieelelson′

1aKirleelelson.
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灯 りが消えたら､覗いてごらん

覗いてごらん窓辺を､レレー

その鳥は緑色 していたの

緑色の羽を持っていたの

その女の子はため息をついてた

そ して悲 しんでいた

灯 りが､もしも

灯 りが消えたら､覗いてごらん

覗いてごらん窓辺を､レレー

あの小鳥はどこにいるのか しら?

どこで眠るのか しら?

烏龍はか らっぽ

いつ戻 って くるのか しら?

灯 りが､もしも

灯 りが消えたら､覗いてごらん

覗いてごらん窓辺を､レレ-

ⅤⅢ.キ リエ ･エ レイソン

ー ク リスマス ･イヴ(カタル一二ヤ)

こよいみ どり子のイエスは

こよいみ どり子のイエスは

一人の処女から生 まれた

崇高な光 よ !

一人の処女から生 まれた

ラ､キ リエ ･エ レイ ソン

ラ､キ リエ ･エ レイソン

羊飼いたちは行 く､道をたどって

羊飼いたちは行 く､道をたどって

羊の群れ と共に､蜂蜜 と果実 とを携えて

崇高な光よ !

羊の群れ と共に､蜂蜜 と果実 とを携えて

ラ､キ リエ ･エ レイソン

ラ､キ リエ ･エ レイソン

それは梨でも林檎でもなく

それは梨でも林檎でもなく

アーモン ドとハシバ ミの実

崇高な光よ !

アーモ ン ドとハシバ ミの実

ラ､キ リエ ･エ レイソン

ラ､キ リエ ･エ レイ ソン



Ⅸ .Loren210 y Catalina (Asturias)

EIsolse llama Lorenlerenzo

y la lulurunaCatalilirlna.

Catallnaandadenonoroche

y lorelerenzo andadedidlria

AIson可ue larepetia

y alsonque larepitib

Altibirin.tibiron.

Enamora se Lorenlerenzo

de lablablarancaCatal土1irina

y lepidi6 unamaiiaiiarana

sicon 色Ilerel secasariliria.

Å1Son 可ue larepetia

y alson que larepitia

A1tlbirin′ tlblron.

Fu色muy sonada laboboroda

de Lorelerenzoy Catalilirina:

iQu色herTnOSaeStaba lanonorovia

con sumamaranto deestrellill土ritas!

AIson可uelarepetia
yal sonque larepitib

Altibirin.t土biron.

X.Unavezen elmercado

IYoannintzanmerkatura(Vascongada)

Unave∑enelmercado.

compr色uncerdito

blentemplado;

elcerdito:

curris.currls,curris;per°

no llevabayoun centavo

y hube dedejarlo.

Unave∑en elmercado.

compr色 un tambor

muy bien temblado;

suenaeltambor.

tun.tun.ton;elcerdlto

curris,currls.curris;pero

no llevabayoun centavo
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Ⅸ.ロレンソとカタ リーナ(アストゥ-リアス)

お目様の名前は､ロレンレレンソ

ツツ月の名前は､カタ リリリーナ

カタ リーナは､ヨヨ夜を旅 して

ロレレレンソは､ヒヒ昼を旅する

音に合わせて何度 も繰 り返 した

音に合わせて何度 も繰 り返 していた

ティビリン､ティピロンに合わせて

ロレンレレンソは恋をした

シシ白い顔のカタリリリーナに

それで､あるアア朝に彼女に申 し出た

彼 レレレと､ケケ結婚 してくれないかと

それを何度 も繰 り返 してた音に合わせて

それを何度 も繰 り返 した音に合わせ

アル､テ ィビリン､ティピロン

そのココ婚礼はにぎやかだった

ロレレレンソとカタリリリーナの

何て美 しかったのだろう､そのハハ花嫁は

星シシシーの､マママン トを着て

それを何度 も繰 り返 してた音に合わせて

それを何度 も繰 り返 した音に合わせ

アル､テ ィビリン､テ ィピロン

X.かつて市場で (Jくスク)

かつて市場で

子豚を飼 った

良 く調子の取れたやつを

その子豚のやつ鳴きやがる

クリス､ク リス､クリス､だけど

おいらにゃ 1銭 もなく

置いて くるはかなかったよ

かつて市場で

太鼓を買った

とっても張 りのいい奴を

その太鼓のやつ音立てる

トゥン､ トゥン､ トゥン､子豚は

クリス､クリス､クリス､だけど

おいらにゃ 1銭 もなく



yhube dedejarlo.

Unave∑enelmercado.
compr色 unsilbito
plateado;
elsilbito:
chiru,11ru′11ru;suenaeltambor

tun,tun,tun;elcerdlto

curris′curris.curris;pero

no llevabayo uncentavo

yhubededejarlo.

XI.Clo-clo (Asturias)

Veclnos,1osm土osvecinos,

lo§可uev土visalrededor.

anonVisteislamialpitina

quepor laventanaentrb?

No,veclno′no.

yono lavl,nO;

clora,clo,clo.clo.

poraquino entra.

Yonon siento lapitina.

nieldineroque cost6,.

S610siento lospitinos

chiquititosquedeja.

No′veclno,no.

yono lavl′nO;

clor6,clo,clo,clo,

poraquinoentr(ら.

Lospltlnosplan.plan;

sequedaron sinelclo.

乙Nonvisteislami6pitina,

queForlaventanaentr6?

No.vecino′no.

yono lavl′nO;

clora′clo′clo.clo.

poraquino entr6.

1.文法的には miであるべきもの
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置いてくるはかなかったよ

かつて市場で

呼び子笛を買った

銀メ ッキされた奴を

呼び子笛は鳴る

チル､ リル､ リル､太鼓は鳴る

トゥン､ トゥン､ トゥン､子豚は

クリス､クリス､クリス､だけど

おいらにゃ1銭 もなく

置いてくるはかなかったよ

XI. クロ ･クロ (7ストゥ-リ7ス)

お隣さん､お隣さんよ

回 りに住んでるお人たち

おいらの雌鳥を見なんだかい

窓から入って釆なんだかい

いや､お隣さん､いや

見ちゃいない､いや

タロロー､クロ､クロ､クロ

ここからは入って釆なんだ

ひよこの声は闇かなんだ

いかほどしたかも知 りはせぬ

ただ置き残された

ひよこたちの声がするばか り

いや､お隣さん､いや

見ちゃいない､いや

クロロー､クロ､クロ､クロ

ここからは入って来なんだ

ひよこたちはピヨピヨ鳴いてる

だけど親鳥のクロは聞こえない

おいらの雌鳥を見なんだかい

窓から入って釆なんだかい

いや､お隣さん､いや

見ちゃいない､いや

クロロー､クロ､クロ､クロ

ここからは入って釆なんだ



Xn.Tengo un arbolito (Santander)

でen90 un arbolito

可ue lo hede regar

conaguade lo§c土elos;

乙Cuando llovera?

Estaeslatonada

可ue se cantaenmilugar;

mach畠cala,chacala,Pedro.

machacala,chacala,Juan′

可uepalabritasv土enen′

quepalabrltasvan.

Estaes la tonada

que secantaen mllugar.

Verdes son sushojas

yblanca la flor;

quisieraverle pronto

masaltoque yo.

Estaesla tonada

que se cantaenmilugar,'

machacala,ch畠cala,Pedro′

machacala,chacala,Juan,

quepalabritasvlenen′

quepalabritasvan.

Estaesla tonada

可ue secantaen milugar.

Nuncade su lado

me separar色:

seraelmastildelbarco

queyo mandar占.

Estaesla tonada

que secantaen milugar,-

machacala,chacala,Pedro′

machacala,chacala,Juan,

que palabritasvienen.

可uepalabr土tasvan.

Estaes la tonada

可ue se cantaen mi lugar.

Ⅲ.おいらの持 ってる苗木 (サンタンデール)

おいらは苗木 を一本持 ってる

水をまいてや らなきゃいけない

空か らの もらい水で

雨はいつ降 って くれるんだろう

こいつ あ唄の節さね

おらが郷 (くに)さで歌われる

マチャカラ､チャカラ､ベ ドロ

マチャカラ､チャカラ､フアン

なんて文句を掛け合 うんだ

そんな具合に掛け合 うんだ

こいつ あ唄の節さね

おらが郷 (くに)さで歌われる

その葉は緑

花は白

早 くおいらの背丈 より

高 くなってほ しいよ

こいつ あ唄の節 さね

お らが郷 (くに)さで歌われる

マチャカラ､チ ャカラ､ベ ドロ

マチャカラ､チ ャカラ､フアン

なんて文句を掛け合 うんだ

そんな具合に掛け合 うんだ

こいつ あ唄の節さね

おらが郷 (くに)さで歌われる

決 してそのそばか ら

おいらは離れねえ

船の帆柱になるんだぞ

おいらが船長 をつ とめる船の

こいつ あ唄の節さね

お らが郷 (くに)さで歌われる

マチャカラ､チ ャカラ､ベ ドロ

マチャカラ､チ ャカラ､フアン

なんて文句を掛け合 うんだ

そんな具合に掛け合 うんだ

こいつ あ唄の節 さね

おらが郷 (くに)さで歌われる
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